
会 議 録 

会議名 第２回松本地域公共交通会議・第２回松本地域公共交通協議会 

日 時 令和４年１１月７日（月） １３時３０分から１５時まで 

場 所 松本市勤労者福祉センター ２－２会議室 

次 第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

 ⑴ 松本地域公共交通会議 

   【議案第１号】「島立買い物乗合タクシー」の本格運行への移行について 

 ⑵ 松本地域公共交通協議会 

   【議案第１号】まつもと公設民営バス事業に係る再編ルート及び運行水準に 

ついて 

   【議案第２号】まつもと公設民営バスのロゴマークと愛称について 

   【議案第３号】松本駅交通ハブ機能強化の検討について 

   【報告事項１】交通決済キャッシュレス化事業実証実験の利用状況及びアン 

ケート結果について 

   【報告事項２】七嵐パークアンドライド駐車場の周知について 

 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

資 料 
１ 次第 

２ 会議資料 

  



 

【副会長】 春 日  孝 介 （松本市町会連合会） 

【委 員】 玉 巻  史 成 （国土交通省北陸信越運輸局） 

 高 澤   陽 （国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局） 

 石 坂  公 明 （長野県企画振興部交通政策課） 

（代理：中川）＜リモート＞ 

 飯 田  史 晴 （松本地域振興局企画振興課） 

 青 柳  孝 博 （松本建設事務所維持管理課） 

 山岸  久美子 （松本警察署交通第二課） 

 園 田  弘 世 （東日本旅客鉄道株式会社長野支社）＜リモート＞ 

 二 條  宏 昭 （アルピコ交通株式会社） 

 伊 藤   篤 （松本地区タクシー協議会）＜リモート＞ 

 大 内  清 彦 （アルピコ労働組合松本電気鉄道支部） 

 荻 原  健 司 （松本地区ハイタク労働組合会議） 

 石 川  裕 之 （中信地区高等学校長会） 

 新 居  禎 三 （山形村部会） 

 上 條  良 久 （朝日村部会） 

 藤 沢  洋 史 （山形村） 

 清沢  さおり （朝日村） 

 田 原  茂 （松本市） 

 （欠席者５名）  

【事務局】 松本市 交通部 公共交通課 

  



議 事 

１ 松本地域公共交通会議 

⑴ 協議事項 

  ア 議案第１号 「島立買い物乗合タクシー」の本格運行への移行について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   〇 委 員：①実証実験の際と同じ条件で本格運行に移行するのか。 

②事業主体（町会連合会）負担の財源はどうなっているのか。 

   〇 事務局：①同じ条件で移行する。 

         ②負担額全額を地域づくりの推進交付金をもって充当している。 

     ＜協議結果：了承＞ 

  

２ 松本地域公共交通協議会 

⑴ 協議事項 

  ア 議案第１号 まつもと公設民営バス事業に係る再編ルート及び運行水準につ

いて 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

     ＜協議結果：了承＞ 

  イ 議案第２号 まつもと公設民営バスのロゴマークと愛称について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明  

     ＜協議結果：了承＞ 

  ウ 議案第３号 松本駅交通ハブ機能強化の検討について 

   〇 事務局：資料に基づき説明 

   〇 委 員：松本駅前は渋滞の問題もあるが、ぜひ検討を進めてほしい。 

     ＜協議結果：了承＞ 

 ⑵ 報告事項 

  ア 報告事項１ 交通決済キャッシュレス化事業実証実験の利用状況及びアンケ 

ート結果について 

   〇 事務局：資料に基づき説明 

   〇 委 員： チケット QRの実際の利用者数はかなり少ないのか。 

   〇 事務局： 割合としては 3％程度。今後さらに利用を伸ばしていきたい。 

   〇 委 員： タクシーにおいては、交通系 ICカード Suicaと電子マネーを使

いたいという声が多い。利便性を考えるのであれば、Suicaや電

子マネーの対応を前向きに検討してほしい。 

   〇 事務局： 決済手段一本ですべてを行うのではなく、それぞれ普段利用して

いる決済手段（Suicaや電子マネー）を利用できることが理想。

よってこの実証実験を通じて様々な事例を収集しながら、さらに

検討を進めていきたい。 

イ 報告事項２ 七嵐パークアンドライド駐車場の周知について 

   〇 事務局：資料に基づき説明 

 

３ その他 

  山形村広丘方面行きバスについて 

  〇 山形村：資料に基づき説明 



 

 

 

以上  

  


